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太
子
堂
地
区
連
合
町
会
総
会
開
催 

令
和
６
年
度
太
子
堂
地
区
連
合
町
会
総
会
が 

５
月
17
日
（
金
）
７
町
会
か
ら
57
名
が
参
加
し 

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
令 

和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
の
審
議
が
行
わ 

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
令
和
６
年
度
事
業
計
画 

一
、
主
催
事
業 

 

①
総
会
の
開
催
・
・
・
５
月
17
日(

金) 

 

②
古
着
・
古
布
回
収
事
業 

 
 

春
・
・
・
６
月
９
日(

日)
 

 
 
 
 

秋
・
・
・
11
月
24
日(

日) 

 
 

③
ご
み
ゼ
ロ
デ
ー 

 
 
 

９
月
29
日(

日)

、
11
月
３
日(

日) 

 

④
新
年
会
・
・
・
１
月
24
日(
金) 

 

⑤
ミ
ニ
コ
ミ
紙
の
発
行 

 
 

年
３
回
の
発
行
（
７
、
11
、
３
月
発
行
） 

二
、
受
託
事
業 

①
緑
道
清
掃
・
・
・
烏
山
川
緑
道
の
清
掃
活
動 

 
 
 
 

 
  
 

（
太
子
堂
１
丁
目
町
会
を
除
く
） 

三
、
地
域
行
事
・
地
域
活
動
団
体
等
へ
の

助
成
・
協
力
事
業 

 

①
太
子
堂
八
幡
神
社
祭
礼
・
各
神
酒
所
へ
の 

 
 

奉
納
・
・
・
10
月
12
日(

土) 

 

②
日
赤
太
子
堂
分
団
へ
の
助
成 

 

③
太
子
堂
地
区
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推 

 
 

進
委
員
会
へ
の
助
成 

 

④
世
田
谷
消
防
団
第
２
分
団
へ
の
助
成 

 

⑤
青
少
年
太
子
堂
地
区
委
員
会
各
事
業
へ
の 

 
 

助
成
・
協
力
・
・
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、 

 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
子
ど
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

 

⑥
環
境
美
化
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の 

 
 

協
力
・
三
軒
茶
屋
駅
周
辺
・
・
・
４
、
５
、 

 
 

６
、
７
月 

 

⑦
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ 

 

ー
ン
へ
の
協
力
・
・
・
10
月 

 

太
子
堂
の
古
刹 

円
泉
寺 

 

太
子
堂
地
域
で
古
刹
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る 

の
は
、
太
子
堂
３
丁
目
に
あ
る
円
泉
寺
で
す
。 

今
回
は
円
泉
寺
の
便
覧
で
そ
の
歴
史
を
紐
解
い 

て
み
ま
す
。 

 

円
泉
寺
の
正
式
名
称
は
聖
王
山
法
明
院
圓
泉 

寺
と
い
い
、
弘
法
大
師
空
海
の
広
め
た
真
言
宗 

の
寺
院
で
秀
吉
の
時
代
に
専
譽
僧
正
に
よ
っ
て 

創
派
さ
れ
た
豊
山
派
の
寺
院
で
す
。
又
、
札
所 

と
し
て
は
玉
川
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
第
51
霊
場 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
円
泉
寺
の
歴
史
は
古
く
、
太
子
堂
と
小
堂
は 

遅
く
と
も
、
南
北
朝
時
代
の
末
期
に
出
来
て
い 

た
と
あ
り
ま
す
。
又
、
中
興
の
祖
と
し
て
は
豊 

臣
秀
吉
の
時
代
、
文
禄
４
年
（
1595
年
）
賢
惠
和 

尚
に
よ
り
、
お
寺
が
開
か
れ
た
と
の
事
で
す
。 

伝
承
に
よ
れ
ば
、
賢
惠
和
尚
は
奈
良
県
の
久
米 

寺
か
ら
聖
徳
太
子
像
と
十
一
面
観
音
像
を
背
負 

っ
て
、
布
教
の
た
め
関
東
地
方
に
訪
れ
て
い
て 

こ
こ
で
一
泊
し
た
際
、
夢
に
現
れ
た
聖
徳
太
子 

が
、
当
時
は
霊
泉
が
湧
き
出
て
い
た
こ
の
地
で 

祀
ら
れ
る
事
を
望
ん
だ
た
め
、
お
堂
を
建
て
た 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、 

寛
文
12
年
（
1672
年
）
に
は
庚
申
供
養
塔
が
建
立 

さ
れ
、
庚
申
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
、
円
泉
寺
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
詣
す
る
人
が
後
を
絶
た
な
い
時
期
と
な
っ
た 

そ
う
で
す
。
庚
申
供
養
塔
は
現
在
は
山
門
右
脇 

の
大
木
の
根
元
の
洞
内
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

四
、
そ
の
他 

 

①
防
災
塾
へ
の
協
力 

 

②
地
区
情
報
連
絡
会
（
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー 

ク
会
議
）
へ
の
参
加 

 

③
各
種
募
金
活
動
へ
の
協
力 

 

④
世
田
谷
区
た
ま
が
わ
花
火
大
会
へ
の
協
賛 

 

⑤
各
種
研
修
会
・
講
習
会
・
行
事
等
へ
の
参
加 

 

そ
の
頃
の
太
子
堂
村
は
江
戸
市
中
に
野
菜
の
供 

給
地
と
し
て
栄
え
、
太
子
堂
の
経
済
も
安
定
し
、

そ
れ
に
よ
り
円
泉
寺
の
境
内
も
寺
の
容
相
も
整 

え
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
安
政
４
年
（
1857
年
） 

に
出
火
に
よ
り
、
本
堂
、
太
子
堂
等
が
焼
失
し 

ま
す
が
、
３
年
後
に
は
本
堂
を
再
建
し
、
そ
れ 

か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
円
泉
寺
の
改
修
が 

進
み
ま
す
。 

 

明
治
４
年
に
は
、
円
泉
寺
に
は
太
子
堂
郷
学 

所
が
開
設
さ
れ
、
新
学
制
が
ひ
か
れ
た
明
治
６ 

年
に
は
荏
原
小
学
校
に
な
り
、
現
在
の
若
林
小 

学
校
の
前
身
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
世
田
谷
区 

内
に
最
初
に
作
ら
れ
た
小
学
校
と
な
る
そ
う
で 

す
。 

 

境
内
に
入
る
と
、
右
側
の
階
段
の
上
に
、
聖 

徳
太
子
を
祀
る
太
子
堂
が
あ
り
、
そ
れ
が
付
近 

の
地
名
の
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
太
子
堂 

の
中
に
は
、
高
さ
20
セ
ン
チ
程
の
聖
徳
太
子
像 

が
安
置
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
す
。
そ
の
太
子 

像
は
、
弘
仁
９
年
（
818
年
）
天
下
に
疫
病
が
流 

行
し
た
折
に
疫
病
を
消
し
去
る
為
に
弘
法
大
師 

が
作
成
し
た
と
伝
わ
っ
て
ま
す
。
太
子
堂
の
右 

側
の
境
内
に
は
若
き
聖
徳
太
子
像
が
安
置
さ
れ 

て
い
ま
す
。
境
内
の
正
面
の
奥
に
本
堂
が
あ
り
、

本
堂
に
は
寄
木
作
り
の
約
50
セ
ン
チ
程
の
本
尊 

の
不
動
明
王
が
安
置
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
作
と 

推
察
さ
れ
、
脇
侍
と
し
て
二
童
子
を
し
た
が
え 

た
、
い
わ
ゆ
る
三
尊
形
式
と
な
っ
て
い
る
そ
う 

で
す
。
境
内
の
左
側
は
関
係
者
以
外
は
立
ち
入 

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
墓
地
エ
リ
ア
が
広
が 

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
墓
地
の
入
り
口
付
近
に
は
、

江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
六
地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ 

て
お
り
、
六
地
蔵
は
六
道
（
地
獄
、
餓
鬼
、
畜 

生
、
修
羅
、
人
間
、
天
上
）
の
ど
こ
に
い
て
も 

救
済
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
地
蔵
尊
と
の 

こ
と
で
す
。 

 

円
泉
寺
の
２
月
の
聖
徳
太
子
節
分
会
は
、
賑 

着
任
し
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
子
堂
小
学
校
校
長 

 

日
頃
よ
り
、
太
子
堂
小
学
校
の
児
童
が
大
変 

お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
は
、
鈴
木 

忍
前
校
長
の
後
を
引
き
継
ぎ 

４
月
１
日
か
ら
太
子
堂
小
学
校
に
着
任
し
ま
し 

た
廣
瀬 

維
謙
（
ひ
ろ
せ 

ま
さ
よ
し
）
と
申 

し
ま
す
。
区
内
の
砧
南
小
学
校
か
ら
転
任
し
て 

ま
い
り
ま
し
た
。 

 

太
子
堂
小
学
校
は
、
児
童
一
人
一
人
の
人
格 

や
か
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
詣
さ
れ
た
方
も 

多
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

 

円
泉
寺
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
ま
し
た
が
、 

茶
沢
通
り
か
ら
、
太
子
堂
郵
便
局
の
先
の
信
号 

が
あ
る
交
差
点
の
円
泉
寺
に
通
じ
る
道
に
は
、 

「
聖
徳
太
子
参
道
」
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
そ 

の
石
碑
を
見
な
が
ら
、
円
泉
寺
を
参
拝
し
て
、 

境
内
で
昔
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
て
み
る
の
も
、 

楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ミ
ニ
コ
ミ
Ｓ
・
Ｕ) 
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